
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    昭和 25年当時の 

                                   谷集落模型（H28 年製作） 

インフラ等の整備状況 

区分 整備状況 備考 

飲料水 ■ 上水道 □ 簡易水道 □ 小規模水道 □ 井戸   

生活排水処理 □ 下水道 □ 集落排水 ■ 浄化槽 □ くみ取り   

ガス □ 都市ガス ■ ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽ   

テレビ □ 個別受信 □ CATV ■ 共聴施設 □ 難視聴   

インターネット ■ 光ﾌｧｲﾊﾞｰ □ CATV □ ADSL □ 利用不可   

携帯電話 ■ docomo ■ au ■ SoftBank    

冬期間の 

ごみ収集 

可燃ごみ 3 回 /週 紙・ﾌﾟﾗ製容器包装 1 回 /週  

不燃ごみ 2 回 /月 缶・びん・ペットボトル 2 回 /月   

平均積雪量 □ 2ｍ以下 □ 2～3ｍ ■ 3～4ｍ □ 4ｍ以上   

町内会費 年 23,000 円程度 
      

  

最寄りの施設等へのアクセス 

区分 名称 距離 備考 

① 市役所・総合事務所 浦川原区総合事務所 7.4㎞  

② 保育園 うらがわら保育園 8.4㎞ 保育園バスあり 

③ 小学校 浦川原小学校 8.4㎞ デマンドバスを利用して通学 

④ 中学校 浦川原中学校 7.6㎞ 冬期間はデマンドバスによる通学も可能 

⑤ 高等学校 県立高田高等学校安塚分校 4.9㎞  

⑥ 医院（内科） 浦川原診療所 7.4㎞  

⑦ 医院（歯科） 小菅歯科医院 7.5㎞  

⑧ 総合病院 上越総合病院 24.4㎞  

⑨ 地元商店 やまげん商店 10.2㎞  

⑩ スーパー ナルス浦川原店 9.2㎞  

⑪ 金融機関・郵便局 上越信用金庫浦川原支店 7.4㎞  

⑫ ガソリンスタンド 原商店 8.1㎞  

⑬ バス停 谷 0.2㎞ 平日 12本 デマンド運行 

⑭ 鉄道駅 うらがわら駅（北越急行） 8.1㎞ 直江津方面 18本、十日町方面 18本 

   ※距離の積算については、集落内にある集会所を起点とします。 

    （集会所がない場合は、集落の中心となる地点を起点とします。 

 

町内会・自治会紹介シート 

18 谷
たに

町内会（浦川原区） 



 

○集落に馴染んで、お祭りなどの地域行事や道普請などの共同作業に協力してくれる人。 

○年齢や性別は問いませんが、子どもがいないことから子育て世代は大歓迎です。 

こんな移住者を歓迎しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同作業の実施状況 

作業内容 実施状況 作業内容 実施状況 

道普請や除雪などの共同作業 ○ 高齢者の見守り活動や声がけ ○ 

花木の植栽などの環境美化活動 ― 旅行や運動会などのﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ ― 

集落の祭りや行事 ○ 集落外との交流や体験受入れ ○ 

神楽、雅楽、春駒などの伝統芸能 ― 地元特産品の開発や加工・販売 ― 

冠婚葬祭時の助け合い ○ その他 ― 

 

生活組織の状況 

組織名 実施状況 組織名 実施状況 

子ども会 ― 老人会 ― 

青年会 ― 消防団 ○ 

婦人会 ― その他 ― 

壮年会 ― 自主防災組織 ○ 

  ※消防団は月影部として、熊沢・法定寺・追出・横住・坪野・谷・真光寺の 7 町内で組織しています。 

 

空き家のご紹介！ 

 古い空き家が多いですが、所有者が時々訪れて管理されています。なお、古い空き家のため、居住する

には相応の修理費が必要となります。 

※空き家情報については、町内会長にご相談ください。なお、空き家の購入や借用については、所有者と

個別に相談することとなります。 
 

 

移住者のご紹介！ 

 集落内には先輩移住者がおり、地域行事や共同作業に積極的に参加しています。移住者の受入れには積

極的な集落です。 
 

 

町内会（自治会）の自慢！ 

 谷集落は、現在の月影雅楽発祥の地であるとともに、集落の歴史を後世に残すことを目的に平成 18年

に集落史、平成 28 年度には集落の最盛期であった昭和 25 年頃の集落模型を製作するなど、伝統文化の

継承に盛んな集落です。 

 高齢化率 70％を超える超高齢化集落ですが、住民全員が互いに見守る体制を確立し、近所同士でお茶

のみで頻繁に交流しているつながりが深い集落です。 

浦川原区でも比較的雪の量が多い集落ですが、集落内の除雪の状況は非常に良いです。 

 


